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脊椎感染症に対する最小侵襲手術が国内初の先進医療認定 

 

研究成果のポイント 

 ・高齢者や糖尿病患者などの増加とともに脊椎感染症は増加。 

・脊椎内視鏡を用いた脊椎感染症に対する最小侵襲手術を開発。 

・我が国で初めて先進医療として認定。 

 

研究成果の概要 

高齢者人口の増加とともに脊椎感染症は増加し，薬剤耐性菌の増加とともに治療が困難になってい

ます。抗生物質のみの投与では，感染が治癒する可能性は低く，従来の手術治療は侵襲が大きく，体

力のない高齢者では術後の合併症が問題でした。直径 7㎜の内視鏡を用いた手術治療の確立により，

最小侵襲で感染部を治療し，抗生物質の浸透率を高めることが可能となりました。よって，この手技

の確立により，侵襲の大きな従来の手術をせずに，安全かつ効率的に難治性の脊椎感染症の治療が可

能となりました。 
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研究成果の概要 

（背景）我が国では高齢者人口の増加や糖尿病患者の増加とともに脊椎感染症が増加しています。脊

椎感染症は，時には命を脅かす重篤な感染症です。有効な抗生物質の投与や，感染部を外科手術で摘

出するなどの治療がおこなわれていますが，抗生物質の投与のみでは治癒まで長期間かかること，一

般的な脊椎手術は侵襲が大きいために，体力のない高齢者ではリスクが高いなどの問題がありまし

た。 

（研究手法）1cm 程度の傷から脊椎の感染部に到達し，感染部位を除去し治癒を促進する低侵襲手術



治療を，2001 年 3 月から北海道大学病院で開始し，2011 年 6 月 24 日に我が国で初めて先進医療とし

て厚生労働省から認可を受けました。 

（研究成果）北海道大学病院では，これまで 100 例近い脊椎感染症の治療を，この治療で行ってきま

した。手術直後から激しい痛みが緩和され，安全で確実に脊椎感染症を治療することができるように

なりました。 

（今後への期待）高齢化社会の進展とともに，ますます脊椎感染症で悩まれる患者様が増加すること

が予測されます。このような最小侵襲手術により，体に優しく有効性の高い脊椎感染症の治療が身近

になることが期待されています。 
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